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本日のテーマ

‣ 美の営み - 美が溶け込むメッセージング
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[A04+] メディア・サイクル
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[A12+] メディア・モデル
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美的喚起1 - 美の判断と合意
‣ カントの美的判断  : 美の主観性と普遍性 

‣ 美は個人の”快/不快”. ただし純粋に美のみで判断されねばならない 

‣ 有用性といった美以外の判断が混ざると, 美を共有する合意が失われる 

‣ 美の判断と悟性による認識 

‣ 純粋な美の追求は, 主観判断でありながら普遍的な妥当性を帯びる 

‣ 主観であっても判断が純粋な美である時,  
人間は概念を合一する悟性によってその美に合意できる → 美の普遍性
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美的喚起2 - メッセージングと日常的な美の営み

‣ 美を通すと, メッセージングの共感性やメディア性の向上を期待できるが… 

‣ メッセージングは伝達の目的をもち, 純粋な美の判断と背反する 

‣ 目的のために美を付与する…と考えることはできない(普遍性を失う) 

‣ では美を通したメディア性は現実的ではないのか？ 

‣ メッセージングと美の独立と並立 
‣ メッセージングの目的意識と, 美の判断意識を独立させねばならない 

‣ まず純粋に美への接触豊かな日常生活を営むよう心がける(美的感覚の鍛錬) 

‣ 無意識の行動に純粋な美の判断が帯びるほど馴染ませる → メッセージに美が溶け込む
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メディア・モデルとビューティフルエヴォケーション
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まとめ
‣ 美の普遍性は主観的美の判断の合意と言える. 美以外の判断が混ざると美の合意を妨げるため,  
あくまで純粋な美しさの判断でなければならない 

‣ ビューティフル・エヴォケーション(美の喚起) 
‣ メディア表現に美しさが含まれることは望ましいが意識しては本末転倒 

‣ 表現者は美的判断を日常として過ごし, 自分に美を溶かす 

‣ メディア実装としては… 

‣ 意識した主観的な美観は, 実装物のメディア性を損なうおそれがある(誤解を受ける) 

‣ 美しいメッセージングは実装物の美しさにもつながり, 表現の伝わりやすさ・活発化も期待できる 

‣ 美を溶かし, 意識しなくてもメッセージから美が喚起されるような表現を目指す
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本日の談義・考察一助

a. 美を溶かすための日常の鍛錬はどのようなことをすればよいか 

b. 美を意識して乗せるのは諸刃の剣でもある. 利点欠点を挙げてほしい 

c. 美の議論としてカント由来の観点を挙げてほしい(バウムガルテンなど) 

d. 美以外の要素で, メッセージングのメディア性を高める概念はあるか
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次回予定

メディア実装の勘所5 

長く在る「メディア・インフラストラクチャ」 
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